
2019 年度末までの募金受け入れ実績のご報告

志を引き継ぐために
遺贈・相続財産によるご寄付について

　同志社大学では、「遺贈によるご寄付」「相続財産による
ご寄付」の制度を設けており、税制上の優遇措置をお受け
いただくことができます。制度の詳細については学長室募金
課、または提携行（三井住友信託銀行、三菱 UFJ 信託銀行）
にお問い合わせください。

　同志社大学では 2017 年 10 月より「同志社大学 
2025 ALL DOSHISHA 募金」の募集を開始し、これま
でにご卒業生、ご父母、法人・団体の皆さまなど多くの
方から多大なご協力を賜りました。ご寄付をいただきま
した方々のご芳志に対しまして、心から感謝申し上げま
す。2020 年 3 月末までの募金事業の実績について、
左記のとおりご報告させていただきます。

継続的なご寄付のお願い

スマートフォン・
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　平素は同志社大学の教育研究にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　創立 150 周年を迎える 2025 年に向け、中長期ビジョンである「同志社大学ビジョン 2025」を掲げ、ビジョン推進のため立ち上

げました「同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金」への皆さまからのご協力に対しまして、深く感謝申し上げます。皆さまから賜りま

したご寄付は、ご指定の使途に応じ有効に活用させていただきます。引き続き、より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　Newsletter では 2019 年度の取り組みについてご紹介します。

学 長 室  募 金 課

勤務先、ゼミやクラブ、ご有志等での集まりがございましたら、資料を送付させていただきますので、
以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

同志社大学テュービンゲン EU キャンパス
2019 年度より教育事業の本格展開を開始！

〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入　 TEL：075-251-3230　FAX：075-251-3097
Email :  ji-bokin@mail.doshisha.ac.jp
URL：https://bokin.doshisha.ed.jp/2025alldoshisha/

募金課からのお知らせ

　新島襄は世界に目を向け、そこから学ぶことの大切さを痛感し、国際的に評価される
日本人を育成したいと考えました。その教育理念の実質化を目指し、2017 年度に本学
初の海外キャンパスとして、ドイツのテュービンゲン大学内に開設したのが「同志社大学
テュービンゲンEUキャンパス」です。新島襄がヨーロッパの教育機関を視察後、筆頭に
あげたのもドイツでした。1477 年に創立されたテュービンゲン大学は、その長い歴史の
中で数多くの著名人を世に送り出し、ノーベル賞受賞者も 11 人輩出しています。建学の
理念に「革新性」、「学際性」、「国際性」を掲げるテュービンゲン大学との学術交流をさ
らに推進し、同志社大学とヨーロッパ諸国を結ぶ拠点にしたいと考えています。

　本学の教育理念の一つである「国際主義」の伸展と深
化を図り、同志社創立 150 周年に向けて世界を牽引する
教育・研究体制を構築するために、本学初の海外キャン
パス「同志社大学テュービンゲン EU キャンパス」（以下、
EUキャンパス）をドイツ・テュービンゲン大学内に開設。
同志社大学とドイツやヨーロッパ諸国をつなぐ新拠点を目
指して、両大学の学生・教員による学術交流などを積極
的に推進しています。また、2019 年度よりEU キャンパス
初の本格的な教育事業として、全学共通教養教育科目で
構成する「EU キャンパスプログラム」が実施され、現地
での教育事業の展開がいよいよ始まりました。2020 年度
からはさらに、学部専門型
教育プログラムを実施する
ことが決定し、EU キャンパ
スにおいて、年間を通じた
教育事業の実施環境が確
立されることになります。

EU キャンパス支援室長
和田喜彦　経済学部教授
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合計

（2017 年 10 月～ 2020 年 3 月の募金事業の実績）

寄付金額（円）

334,020,327  

357,412,640  

691,432,967  

新島襄の理想を具現化する本学初の海外キャンパス

　皆さまから賜りましたご寄付は、中長期ビジョン推進はもとより、学生への支援に対して活用してまいります。同志社大学を支えていた
だける皆さまからの継続的かつ定期的なご支援が、現在ならびに未来の同志社大学生の支えになります。是非、口座振替やクレジット
カードをご利用のうえ、毎月1 回や毎年 1 回等でのご寄付のお申込みをお願いいたします。

・口　座　振　替 ：口座振替のお申込書を送付いたしますので、お問い合わせ先までご連絡ください
・クレジットカード ：｢ALL DOSHISHA 募金サイト｣からのお申込みをお願いします
・個別の継続お手続き  ：随時ゆうちょ銀行の払込取扱票等を送付いたしますので、お問い合わせ先までご連絡ください

寄付金に対する税制上の優遇措置について

　学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象
法人」 および「特定公益増進法人」の認可を受けてお
り、同志社大学へのご寄付は個人によるご寄付の場
合、所得税の「税額控除」または「所得控除」のいずれか
をご選択いただけます。さらに、お住まいの地域によっ
ては、住民税の「税額控除」の対象になります。

※住民税の「税額控除」対象地域 ……………
　京都府、京都市、木 津川市、大阪府、大阪市

（2020 年 4 月現在）

個   人

　寄付金全額を損金算入できる「受配者指定
寄付金」制度と、一般の寄付金の損金算入限度
額とは別枠で一定額まで損金算入できる「特定
公益増進法人に対する寄付」制度があります。

「受配者指定寄付金」の方が税制上のメリット
が大きくなります。

法   人　団体でのご寄付の場合、所定の寄付者リストをご
提出いただくことで、各個人別の領収証を発行する
ことができます。この場合、個人名義のご寄付として
税制上の優遇措置を受けることができます。
　なお、寄付者リストをご提出されない場合は団体
名義の領収証を発行いたしますが、税制上の優遇措
置の対象とはなりませんのでご注意ください。

団   体
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EU キャンパスプログラム 2019 年度に実施した募金対象事業

　秋学期開講の学部専門型教育プログラム「ヨーロピアン・スタディーズ EUキャンパスプログラム」の新設が決定いたしました。これにより、
従来の春学期開講のプログラムとあわせて、EUキャンパスにおいて年間を通じた教育プログラムの実施が可能となります。また、年間を
通じたプログラムの提供に伴い、「EUキャンパスプログラム」の名称は以下の春学期開講・秋学期開講の両プログラムを総称する名称に
変更となります。

春学期開講科目　ドイツ語・異文化理解 EUキャンパスプログラム
　「全学共通教養教育科目」として提供される「セメスタープログラム・ドイツ語 Ⅰ 、Ⅱ」、「Intercultural Studies」、「EUキャンパス特別講義」
の 4 科目、合計 14 単位で構成される教育プログラムです。2019 年度実施の「EUキャンパスプログラム」から名称や単位数の変更等を行い、
開講されます。詳細は上記の EUキャンパスプログラム概要をご覧ください。　

秋学期開講科目　ヨーロピアン・スタディーズ EUキャンパスプログラム
　テュービンゲン大学生との共修科目であるIES※科目（６科目）と本学学部が設置する科目（６科目）で構成される教育プログラムです。本
学の海外キャンパスであるEUキャンパスでのプログラムとなりますので、その特色を活かし、テュービンゲン大学の多様な国籍の学生と英語ま
たは日本語で共に学びながら、ドイツ、ヨーロッパへの理解を深めることを目的としています。
※IES＝International ＆ European Studies の略

　寄付者の皆さまのご支援により、2019 年度に実施した「同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金」対象事業の一部を
ご紹介いたします。

　2019 年 4 月 11 日～ 8 月 11 日まで、EUキャンパスにおける初めての学生プログラムとして、EUキャンパスプログラムが
実施されました。テュービンゲン大学の教員によるドイツ語授業や Intercultural Studies（日本学科学生との共修）および本
学教員による EUキャンパス特別講義を通して、ドイツ語・文化だけでなくEUについて幅広く学ぶ機会となりました。

ALL DOSHISHA 教育推進プログラム関連事業
ならびに新島塾関連事業で約 3,060 万円執行し、
うち約 2,060 万円を寄付金より支出いたしました。

EU キャンパス関連事業で約 1,800 万円執行し、
うち約 790 万円を寄付金より支出いたしました。

2017 年度～2019 年度の奨学金給付実績
修学支援奨学金 69 人分  ………… 2,070 万円
修学特別支援奨学金 10 人分 ……… 200 万円

茶道部茶室（寒梅軒）修繕・耐震工事のうち、
内外装改修にかかった 252万円全額を寄付金より
支出いたしました。

体育会ボート部のフォア艇・計測機器の購入等
に、約 550 万円を寄付金より支出いたしました。

スポーツ活動充実資金 その他
◇ 相撲部  遠征費、洗濯機・日用品購入他  約 410 万円
◇ サッカー部  指導謝礼、備品購入  約 230 万円
◇ バレーボール部  遠征費、ユニフォーム購入他  約 200 万円
◇ ヨット部  合宿所エアコン改修・マスト購入他  約 190 万円
◇ 卓球部  合宿宿泊・交通費、備品購入他  約 160 万円
◇ フェンシング部  指導謝礼、遠征費他  約 120 万円

体育ハウスのキッチン拡充に約 400 万円を寄付
金より支出いたしました。

2019 年度に実施したEUキャンパスプログラムの概要 リーダー養成プログラム運営支援 グローバル化の促進支援

特定寄付奨学金 文化系公認団体活動充実資金

スポーツ活動充実資金

2020 年度、EUキャンパスプログラムの大幅拡充が決定！！

「 セメスタープログラム・ドイツ語Ⅰ、Ⅱ 」
　テュービンゲン大学の教員によるドイツ語授業の
他、フィールドトリップや小学校訪問など学外実習
を実施しました。また、ドイツの社会や文化につい
てのグループセッションやドイツ語でのプレゼン
テーションも行うことで、ドイツ語運用能力の向上だ
けでなく、ドイツ文化・社会への理解を深めました。

「 Intercultural Studies 」
　日本とドイツ、アジアとヨーロッパの
共通点や相違点等の理解を深め、多様
な価値観に触れ、受講生自らの世界観
を磨くことを目的として実施された、
テュービンゲン大学の学生との共修科
目です。

「 EU キャンパス特別講義 」
　ドイツおよびヨーロッパの先進的な取り組みや
諸課題を題材とし、その深層にある社会の特質を
理解するとともに、日本が直面する課題の解決に
ついて思考することを目的としており、2019 年度
は本学の建学の精神「良心教育」をテーマに取
り上げました。

　以下の科目で構成されており、ドイツ語運用能力を高め、ドイツを含むヨーロッパの文化や社会、異なる価値観への理解を深めること
によって、真の国際人への新たな一歩を踏み出してもらうことを目的としています。

　テュービンゲン大学に同志社大学EUキャンパスを開設したことに伴う両大学の研究交流を目的として、
2019 年 11 月 25 日から 29 日にかけて、テュービンゲン大学にて研究シンポジウム「Doshisha Week」
を開催しました。日本、ドイツをはじめとして、アジア、ヨーロッパの 10 か国から約 50 名の研究者や
専門家が集まり、5 日間にわたって、“Doshisha Space-DREAM Project”（私立大学研究ブランディング
事業、宇宙生体医工学研究プロジェクト）、“Modernity's Challenges to Law and Dispute Resolution”（法
と紛争解決）、“Baby Science”（赤ちゃん学）をテーマに研究発表を行いました。テュービンゲン大学の

Bernd Engler 学長や本学副学長・研究開発推進機構長の横川隆一教授も出席し、今後両大学が教育・研究においてさらなる連携を進めていく
ことを確認しました。また、理工学研究科の大内陽さんが宇宙生体医工学研究プロジェクトの研究発表を行ったことや、ダブル・ディグリープロ
グラムにて、イギリス・シェフィールド大学に留学中の法学研究科徳田逸人さんが国際紛争解決のセッションに参加されるなど、学生の国際研
究交流にもつながりました。2020 年度以降の「Doshisha Week」でも研究・教育にわたり、両大学の交流を図っていきます。

　留学を終えた今、このプログラムに関わってくださったすべての方々
への感謝の気持ちでいっぱいです。私にとって、ドイツでの人々との
出会いが一番の宝物です。しばらく会えないのは寂しいですが、私
は日本で頑張れることを精いっぱい頑張って、またいつかパワーアッ
プした姿を見せられればと思います。今回の留学の機会を与えてくだ
さったすべての方に感謝いたします。本当にありがとうございました。

テュービンゲン大学で Doshisha Week を開催！

EUキャンパスプログラムに参加して
グローバル地域文化学部　吉田菜津希

◇ テニス部  備品・消耗品購入  約 80 万円
◇ 硬式野球部  横断幕、大学試合球購入他  約 80 万円
◇ ソフトボール部  縦変化球マシン・バット購入他  約 60 万円
◇ 山岳部  冬山装備購入他  約 50 万円
◇ バドミントン部  備品購入他  約 40 万円
◇ 他 6 クラブ  合宿・遠征・大会の交通費・宿泊費  約 100 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など 
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